
日当たりのよい草原に生える多年草。地下茎でひろがる。葉は長楕円状披針形で、基部は茎を抱き、洋紙
質で薄いが硬く、縁には凸状の小歯牙があり、脈は目立つ。7-9月、茎の上部が分枝して、数個の頭花を上
向きに開く。

草原の減少で、生育地は減っており、海岸岩場などの
ほかではみられなくなった。2020年版でCランクからB

ランクに変更した。

水田周辺の草原では、稲作の継続が重要である。

B

希少 ○

■ 特記事項

■ 保護上の留意点

写真提供：松岡成久

■ 種の概要

観賞用等採取 特異な生態 分布の限界

■ 県内分布

神戸市、猪名川町、たつの市、佐用町、豊岡市、養父市、香
美町、新温泉町、丹波市

■ 国内分布

北海道、本州、四国、九州

■ 選定理由

人為性 特殊性 学術性

生育環境破壊 ○ 特殊生育環境 ○ 特殊な分布

キク科

兵庫県ランク…カセンソウ
環境省ランク… －Inula  salicina  L. var. asiatica  Kitam.


